
Adobe Creative Cloud
教育機関向け 共有デバイスライセンス
移行ガイド ［2019年 9月版］



02

教育機関向けライセンスについて

STEP ● 01 ライセンスの種類と概要

VIPの詳細について
ライセンスの概要や契約期間
の詳細については、以下のガ
イドでも確認できます。
▼アドビVIPプログラム 
ガイド（PDF）
https://www.adobe.com/
con ten t /dam/acom/ jp /
buying-programs/pdfs/vip-
program-guide-ed-jp.pdf

本マニュアルについて
本マニュアルで説明するの
は、教育機関向けの共有デバ
イスライセンスとなります。

アドビバリューインセンティブプラン（VIP）の概要

ライセンスの種類

新／旧 名称・タイプ 対象 提供プログラム
利用可能なアプリケー
ションのバージョン

最小購入数
追加購入
可能数

詳細

旧
デバイス
ライセンス

小中高校

グループ版
Creative Cloud 2018
まで

50台～ 50台～

→P.3教育委員会 500台～ 500台～

高等教育機関 1台～ 1台～

新
共有デバイス
ライセンス

小中高校
エンタープライズ版

Creative Cloud 2019
以降

50台～ 50台～
→P.4教育委員会 500台～ 500台～

高等教育機関 1台～ 1台～

新
ユーザー指定
ライセンス

小中高校 エンタープライズ版

すべてのバージョン

250
ユーザー～

250
ユーザー～

→P.5教育委員会 エンタープライズ版
2,500
ユーザー～

2,500
ユーザー～

高等教育機関
グ ル ー プ 版 ／ エ ン
タープライズ版

1ユーザー
～

1ユーザー
～

●教育機関向けライセンスの種類と特徴

アドビバリューインセンティブプラン（VIP）は、アドビ Creative Cloudを
はじめとする多彩なアプリケーションを手軽に導入・管理できるサブスク
リプションライセンスプログラムです。契約は 12 ヶ月間の前払いを基本
として、最長60 ヶ月まで延長可能。購入ライセンス数に合わせてディス
カウントも適用されます。さらに、煩雑になりがちな管理作業からデバイ
スへのデプロイ（インストール）、セキュリティ設定までをWebツールの

「Admin Console」で一元的に管理できるので、担当者の負担を大幅に削
減できます。

教育機関向けVIPライセンスは大きく3つのタイプがあり、さらに対象別
に分かれます。各ライセンスの最小購入数と追加購入可能数は以下の表を、
詳細は次ページ以降を確認してください。
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教育機関向けライセンスについて

デバイスライセンス（旧ライセンス）の特徴

デバイスライセンス
を新規で導入する場合は、
デバイスライセンスの販
売が終了する時期に注意
してください。現在利用中
の場合も、共有デバイス
ライセンスへの移行が求
められます。詳細は STEP 
02 〜 05 を参照してくださ
い。

●ライセンスの種類
小中高校向け、教育委員会向け、高等教育機関向けがあり、契約時に決
定します。小中高校向けの購入資格については、以下を確認してください。
▼初等および中等教育機関の購入資格のガイドライン
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/primary-and-secondary-institution-eligibility-
guidelines.html

デバイスライセンスはCreative Cloud 2018までのアプリケーションを利用
できるライセンスで、コンピュータールームなどにある特定のデバイス（コ
ンピューター）に対してライセンス認証が行われます。ユーザーはログイ
ン時にIDやパスワードの入力は必要ありません。ただし下図の通り、ライ
センス認証されていないコンピューターでは利用できません。

●ライセンスの必要システム構成
デバイスライセンスの必要システム構成は以下の通りです。
•	 �マシンのメモリ：4〜8GB
•	 �対応OS：Windows 10（ビルド1507は除く）、Windows 8.1、Windows 7（SP1

移行）、Mac OS X（10.12移行）
•	 �利用できるアプリケーション：Creative Cloudのバージョン 2018まで
•	 �ユーザー IDの割り当てと管理：不要
•	 �利用できるクラウドサービス：なし

クラウドサービスについて
デ バイスライセンスはユー
ザーIDに紐付いたフォントサー
ビスなどのクラウドサービスは
利用できません。

コンピュータールーム、職員室など

学校／教育委員会

パソコン B

ライセンス B

パソコン A

ライセンス A

パソコン C

ライセンス C
自宅など

パソコン D

＜各ユーザーの利用状況＞
・ログイン認証：なし
・ユーザー ID の割り当て：不要
・Creative Cloud ストレージ：利用不可

コンピューターごとに
ライセンス認証を行い、
アプリケーションを
インストールして利用

特定の場所にあるライセンス認証
されたコンピューター以外では、
アプリケーションの使用不可
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共有デバイスライセンス（新ライセンス）の特徴

クラウドサービスについて
右の本文にある「クラウドサー
ビス」は、本ガイドではアド
ビのユーザー IDを持つ人すべ
てに無償で提供されるサービ
スを指します。詳細は、以下
を参照してください。
▼Creative Cloud無償
　メンバーシップのメリット
https://helpx .adobe.com/
jp/creative-cloud/help/
benef its-creative-cloud-
free-membership.html

▼�Creative Cloudの必要
システム構成（デスク 
トップアプリケーション）

https://helpx .adobe.com/
jp/creative-cloud/system-
requirements.html

自宅など

パソコン F

コンピュータールームなど、特定の教室

学校／教育委員会

パソコン B

ライセンス B

パソコン A

ライセンス A

パソコン C

ライセンス C

職員室など

個人用パソコン EFederated IDAdobe ID Enterprise ID

Federated IDAdobe ID Enterprise ID

教師用の共有パソコンD

コンピューターごとにライセンス認
証を行い、アプリケーションをイン
ストールして利用（常時インター
ネットに接続している必要がある）

＜各ユーザーの
　利用状況＞
・ ログイン認証：あり
・ ユーザー ID の割り   
　当て：必要
・ Creative Cloud スト
　レージ：1 人あたり
　2GB まで利用可能

ライセンス認証さ
れ た コ ン ピ ュ ー
ター以外では、ア
プリケーションの
使用不可

共有デバイスライセンスは原則Creative Cloud 2019以降のアプリケーショ
ンを利用できるライセンスで、コンピュータールームなどにある特定のデ
バイス（コンピューター）に対してライセンス認証が行われます。ユーザー
は、ユーザー IDとパスワードを入力してログインしてから、そのコンピュー
ターを利用します。なお、ライセンス認証されていない学外などのコン
ピューターでは利用できません。

●ライセンスの種類
小中高校向け、教育委員会向け、高等教育機関向けがあり、契約時に決定
します。小中高校向けの購入資格については、以下を確認してください。
▼初等および中等教育機関の購入資格のガイドライン
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/primary-and-secondary-institution-eligibility-
guidelines.html

●ライセンスの必要システム構成
共有デバイスライセンスの必要システム構成は、以下の通りです。
•	 �利用できるアプリケーション：Creative Cloudのバージョン2019以降（例外あり）
※�Creative Cloud 2019 アプリケーションは、Windows 7、Windows 10 以降、

および macOS Sierra 10.12 以降で使用できます。Digital Video 製品の 
2019 バージョンには、Windows 10 および macOS Sierra 以降の最新バー
ジョンが必要です。Windows 8.1 または初期の Windows 10 バージョン
はサポートされません。

※�Creative Cloud アプリケーションごとの詳細については、Creative 
Cloud 必要システム構成を参照してください。

•	 インターネット常時接続環境：必要
•	 �ユーザー IDの割り当てと管理：必要
•	 �利用できるクラウドサービス：Adobe Fonts、Creative Cloudストレージ 

2GB他
※�無償メンバーシップ同等レベル

共有デバイスライ
センスは Windows 8.1 に
対応していません。デバ
イスライセンスからの移
行が必要な場合は、新し
いコンピューターの導入
も検討してください。
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教育機関向けライセンスについて

ユーザー指定ライセンスの特徴

ID別のCreative Cloud
ストレージ容量について
学生ユーザーの年齢が13歳未
満の場合、または13歳を超え
ていても学生が小中高校向
け、教育委員会向けライセン
スを付与されている場合は、
ユ ー ザ ー ID として、Adobe 
IDは使用できず、IDをEnter 
prise IDまたはFederated IDに
する必要があります。この小
中高校向け、教育委員会向け
ラ イ セ ン ス で は、Creative 
Cloud ストレ ー ジ の 容 量 が
2GBまでに制限されています。

コンピュータールームなど、
特定の教室

学校／教育委員会

職員室やその他の教室

パソコン Bパソコン A

または または

＜各ユーザーの利用状況＞
・ログイン認証：あり
・ユーザー ID の割り当て：必要
・Creative Cloud ストレージ：1 人あたり 2GB／100GB
  まで利用可能（ID 種別により異なる）

ライセンスはユーザー ID
に割り当てられる

特定の教室以外の場所や
自宅にあるパソコンでも、
同じアプリケーションを
利用できる

Federated IDAdobe ID Enterprise ID

ライセンス

自宅など

パソコン C

ユーザー指定ライセンスはデバイス（コンピューター）ではなく、ユーザー
1人ずつに対してライセンスが割り当てられます。学校だけではなく自宅
のコンピューターなどでも同じアプリケーションを使用できるほか、
Creative Cloud製品の全バージョンが利用できます。

●ライセンスの種類
小中高校向け、教育委員会向け、高等教育機関向けがあり、契約時に決定
します。小中高校向けの購入資格については、以下を確認してください。
▼初等および中等教育機関の購入資格のガイドライン
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/primary-and-secondary-institution-eligibility-
guidelines.html

●ライセンスの必要システム構成
ユーザー指定ライセンスの必要システム構成は、以下の通りです。
•	 利用できるアプリケーション：Creative Cloudの提供されている全バー

ジョン
※�Creative Cloud アプリケーションごとの詳細については、Creative 

Cloud 必要システム構成を参照してください。
•	 �ユーザー IDの割り当てと管理：必要
•	 �利用できるクラウドサービス：Adobe Fonts、Creative Cloudストレージ 

2GB（小中高校向け、教育委員会向けライセンス）または100GB（高等
教育機関向けライセンス）他
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ライセンス移行の流れ

デバイスライセンスの移行準備

STEP ● 02 移行時期、環境、ユーザー ID の検討

本ガイドでは、デバイスライセンスから共有デバイスライセンスへの移行
作業を、以下の流れで説明します。ライセンスの移行自体は Admin 
Consoleにより数分〜数十分で完了しますが、移行後のスムーズな運用・
管理のためにも、事前の計画をしっかり立てておきましょう。
なお、Admin Consoleで移行作業を開始したら、30日以内にすべての作
業を完了させます。

1　移行・導入時期の検討

2　移行環境の整備　→ P.7

3　ユーザー IDの検討と作成　→ P.8-9

4　Admin Consoleでのライセンス移行　→STEP 03

5　Admin Consoleでのライセンス更新　→STEP 04
　　※デバイスライセンス単体プランの場合

6　ユーザーアクセスポリシー設定とパッケージの作成方法
　→STEP 05

7　パッケージのデプロイ（インストール）　→ P.19

ライセンスの移行で
使 用する Admin Console
は、Internet Explorer 9 以
前の Web ブラウザーには
対応していません。詳し
くは、STEP 03 の 側 注 を
参照してください。

共有デバイスライセ
ンスに移行した後は、元の
デバイスライセンスに戻す
ことはできません。
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デバイスライセンスの移行準備

移行環境の整備

デバイスライセンスと共有デバイスライセンスのシステム構成の比較は、
下表の通りです。使用できるCreative Cloudのバージョンが異なるため、
移行前の環境で作成したファイルが使えないことがないよう、ユーザーへ
の周知も必要になります。

マシンのメモリ 対応OS 対応アプリケーション

デバイス
ライセンス

4〜8GB

Windows 10（ビルド1507は除く）

Creative Cloudのバージョン
2018まで

Windows 8.1
Windows 7（SP1以降）
Mac OS X（10.12以降）

共有デバイス
ライセンス

8GB
Windows 10（ビルド1703以降）

Creative Cloudのバージョン
2019以降※

Windows 7（SP1以降）
Mac OS X（10.12以降）

※�Creative Cloud 2019 アプリケーションは、Windows 7、Windows 10 以降、および macOS Sierra 10.12 以降で使
用できます。Digital Video 製品の 2019 バージョンには、Windows 10 および macOS Sierra 以降の最新バージョ
ンが必要です。Windows 8.1 または初期の Windows 10 バージョンはサポートされません。

※�Creative Cloud アプリケーションごとの詳細については、Creative Cloud 必要システム構成を参照してください。

●システム構成の比較
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ユーザー ID の検討と作成

●誰が作成・管理を行うかを決めておく
共有デバイスライセンスでは、ユーザー IDの割り当てが必須となります。
ユーザー IDには以下の3タイプがありますが、ID作成者や所属、セキュ
リティ強度、別途設備の要／不要が異なります。ライセンス移行後の混乱
を避けるためにも、事前に準備しておきましょう。

●Adobe ID
アドビ製品を利用するための一般的なIDです。IDの作成やパスワード管
理の担当、所属先はユーザー自身となり、ログイン時の認証はアドビが行
います。Admin Consoleにて共有デバイスライセンスの管理を行う「シス
テム管理者」は、Adobe ID が必要です。また、13 歳未満のユーザーは
Adobe IDを使用できないため、次の「Enterprise ID」「Federated ID」の
どちらかを利用します。

●Enterprise ID
学校などの組織ドメイン（メールアドレスの@の後ろに続く文字列）が付
いたメールアドレスで使用できるIDです。IDの作成やパスワード管理の
担当、所属先は学校側となり、ログイン時の認証はアドビが行います。ID
管理用の追加設備は不要ですが、作成前にドメインクレーム（承認申請）
が必要になるため、サーバー管理者と連携した事前準備が必要です。

●Federated ID
学校などの組織ドメイン（メールアドレスの@の後ろに続く文字列）が付
いたメールアドレスで使用できるIDです。IDの作成やパスワード管理の
担当、所属先は学校側となり、ログイン時の認証も、学校など組織側の認
証基盤で行います。ユーザーの認証や、使用アプリケーション／サービス
を厳格に管理したい場合に最適ですが、認証基盤の整備とドメインクレー
ム（承認申請）が必要です。

●ユーザー IDごとの特徴

Federated ID の 作
成・運用には、シングル
サインオン構成に必要な
認 証 基 盤 が 別 途 必 要 で
す。サーバーシステム管
理者と連携しながら必要
な設備を準備しましょう。

Adobe ID Enterprise ID Federated ID
ユーザー認証方法 アドビでの認証 アドビでの認証 連携させた認証基盤での認証

パスワード
設定／変更 ユーザー自身が行う ユーザー自身が行う 認証基盤が行う
強度 Adobe IDに準拠 Admin Consoleで設定 認証基盤による

ID

学校側による作成 ○ ○ ○
ユーザーによる作成 ○ × ×
学校側による削除 × ○ ○
所属先 ユーザー自身 学校側 学校側
学校ドメインの使用 ○ ○ ○
学外ドメインの使用 ○ × ×

ID利用設定
準備 不要 必要 必要
追加設備 不要 不要 場合によって必要
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デバイスライセンスの移行準備

ユーザーアクセスポリシーとユーザーグループの検討

●ユーザーアクセスポリシー
共有デバイスライセンスでは、ライセンス認証されたコンピューターを誰
が利用できるのか、Admin Console上で設定できます。
ユーザーアクセスポリシーでは以下の3つが設定できます。
•	 アクセス権を開く：ユーザー IDを持っている人であればID種別を問わ

ず利用可能
•	 組織のユーザーのみ：Admin Consoleで登録したユーザー ID（ID種別

は問わず）のみ利用可能
•	 Enterprise ID/Federated IDのみ：Adobe IDでの利用不可。学内のメンバー

のみに利用を制限できる

●ユーザーグループの作成
ユーザー数が多い場合、学年やクラスに応じたグループ分けを行うと管理
しやすくなります。各グループにユーザーグループ管理者を設定できるの
で、システム管理者の負担をほかの人に分散できます。

作業 システム管理者 ユーザーグループ管理者
ユーザーグループの作成 ○ ×

ユーザーグループの削除 ○
△

（所有するグループのみ）
（Admin Console に登録されたユーザーの）
ユーザーグループへの登録・削除

○
△

（所有するグループのみ）

ユーザーグループメンバーの表示 ○
△

（所有するグループのみ）
ユーザーグループのリストの表示 ○ ○

●管理者権限の違い

COLUMN	 ユーザー管理用のCSVファイルを作成すれば一括で登録できる

ユーザーアクセスポリシーに基づいてAdmin Consoleにユーザー IDを登録する場合、CSVファイルを作
成すれば一括で登録できます。ファイルの作成書式については、以下のWebページを参照してください。

▼ユーザーの管理：CSVファイル形式
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/users.html

エグレスIPと関連マシン
の設定
ユーザーアクセスポリシー以
外に、必要に応じてエグレス
IPと関連マシンの設定も行いま
す。詳細は、以下を参照して
ください。

▼ 共有デバイスライセン
ス ディプロイメントガイド
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/sdl-
deployment-guide.html
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Admin Consoleへの 
ログイン方法
以下のURLにアクセスしたあ
と、管理者IDとパスワードを
入力して［ログイン］をクリッ
クします。

Admin Consoleの対応
ブラウザー
•	 Mac OS X：Safar i 7. x、

Google Chrome、Firefox 
4 以降

•	 Windo w s 7：Int e r ne t 
E x p l o r e r  1 1、G o o g l e 
Chrome、Firefox 4 以降

•	 Windo w s 8：Inte r ne t 
E x p l o r e r  1 1、G o o g l e 
Chrome、Firefox 4 以降

•	 Window s 10：Internet 
E x p l o r e r  1 1、G o o g l e 
Chrome、Firefox 4 以降

ライセンス移行を開始する

ライセンスのマイグレーション 
（移行）方法

STEP ● 03 デバイスライセンスからの移行

Admin Consoleを使えば、デバイスライセンスから共有デバイスライセン
スに素早く移行できます。

▼Admin Console
https://adminconsole.adobe.
com/

［デバイスライセンスから
共有デバイスライセンス
への移行］の画面が表示
された

注意事項を確認する

Admin Console にログインして、
［概要］タブを表示しておく

組織の種類を確認する画面が
表示された

❷	［次へ] を
クリック

❸	［次へ] を
クリック

❶	［移行] を
クリック

あらかじめ設定されている
組織の種類を確認する

移行作業を開始し
て 30 日後に旧デバイスラ
イセンスが無効になりま
す。そのため、すべての
移行作業を 30 日以内に完
了するようにしましょう。
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ライセンスのマイグレーション（移行）方法 

組織の種類とは
前ページの手順③で表示され
た組織の種類を設定していな
い場合、選択画面が表示され
ます。［小中高校／教育委員
会］［高等教育機関］［その他］
から選択して［確認して続行］
をクリックしましょう。なお、
組織の種類はライセンス契約
時に決められているので、不
明な場合は販売店等に問い合
わせます。

手順⑤の注意画面
で［移行］をクリックす
ると、元のデバイスライ
センスに戻せません。ラ
イセンスの使用状況をよ
く確認してから、移行作
業を行いましょう。

最終確認画面が
表示された

移行後の作業について
既存のアプリケーションを再
インストールする必要はあり
ませんが、デバイスライセン
スの単体プランだった場合
は、ライセンスパッケージの
更新が必要です。続けて、次
のSTEP 04に進みます。
デバイスライセンスのコンプ
リートプランだった場合は、
STEP 05へ進みます。

ライセンス移行が完了した

管理者のメールアドレスに移行の確認
メールが届いた場合は、確認しておく

ライセンスの移行が完了した

最後の注意画面が表示された

❻	移行完了までしばらく待つ移行作業が開始された

❺	［続行] を
クリック

❹	［続行] を
クリック
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［Creative Cloud Packager］をダウンロードする

ライセンスパッケージの更新方法

STEP ● 04 Admin Console でのライセンス更新

ここでは、Windows 用のライセンス
パッケージを作成する

［CPLauncher］がダウンロードされた

Admin Consoleにログインして、［パッケージ］タブを表示しておく

❷	［Creative Cloud Packager] の
［Windows用ダウンロード]をクリック

❸	［保存] をクリック

❶	［ツール] をクリック

❹	［CPLauncher]をダブルクリック

ライセンスパッケージの
更新が必要になる場合
旧デバイスライセンスの単体
プランを契約していた場合
は、この STEP を参考に、ラ
イセンスパッケージを更新し
ます。

単体プランに含まれ
ていなかったアプリケー
ションをパソコンに追加
したい場合は、次ページ
の手順④の画面で［パッ
ケージの作成］をクリッ
クす るか、STEP 05 を 参
考にパッケージを作成し
ます。その場合、インス
トーラーに新しいライセ
ンス情報が含まれるため、
この STEP を行う必要はあ
りません。
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ライセンスパッケージの更新方法

ライセンスパッケージを作成する

Admin Consoleにログインして、［パッケージ］タブを表示しておく

製品の選択画面が表
示された

パッケージの作成画
面が表示された

作成が終わるまでし
ばらく待つ

［ ログイン］画面が表示されるので、パスワードを入力して
［ログイン］をクリックする

❶	ここをドラッグして
内容を確認

❸	［Creative Cloud グ
ル ー プ 版／Creative 
Cloud教育機関向け]
をクリック

❹	［ライセンスパッ
ケージの作成 ] を
クリック

アプリケーションもイン
ストールする場合
ライセンスとアプリケーショ
ンをまとめてデプロイ（イン
ストール）する場合は、手順
④の画面で［パッケージの作
成］をクリックするか、STEP 
05を参考にパッケージを作成
します。

❷	［同意する] を
クリック
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ライセンスパッケージをビルド（作成）する

［パッケージの詳細］画面が表示された

任意の保存先を
指定する

［対象製品を選択］画面が表示された

［パッケージの詳細］
画 面で［対 象 製 品］
が選択された

ビルドが終わるまでし
ばらく待つ

❶	任意のパッケージ名を入力

❺	［Creative Cloud]
をクリック

❼	［ビルド] をクリック

❻	［選択] をクリック

［完了］と表示された

❽	［閉じる］を
クリック

❷	ここをクリック

❸	組織とライセンスの種類を
それぞれ選択

❹	［対象製品] の
[選択]をクリック

保存先について
手順②では、テキストボック
スの右にあるアイコンをク
リックして保存先を指定しま
すが、テキストボックスに直
接入力することもできます。

ライセンスの種類について
手順③で選択するライセンス
の種類は、［デバイスライセ
ンス］です。

ビルドファイルの中身に
ついて
ライセンスパッケージには、
次の4 つのファイルが含まれ
ます。
・Adobe Serialization
・RemoveVolume Serial
・helper.bin
・prov.xml
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ライセンスパッケージの更新方法

ライセンスパッケージを展開する

コマンドプロンプトを検索して［管理者として実行］をクリックし、起動しておく

ライセンスファイルが展開される

❶	AdobeSerialization.exe ファイルを保存した
フォルダーに移動

❶	作成したライセンス
パッケージをダブルク
リック

❸	［管理者として実行] をクリック

ライセンスファイルが展開される❸	［Enter] キーを押す

❷	ビルドファイル内の[AdobeSerialization.exe] を
コマンドプロンプトにドラッグ＆ドロップ

❷	［AdobeSerialization.exe] を右クリック

Macでの展開方法
タ ー ミ ナ ル を 起 動 し た 後、 
管 理 者 権 限 を 使 用 し て
AdobeSerializationファイル
を実行します。実行可能ファ
イルの実行時にすべてのファ
イルがあることを確認してく
ださい。詳細は以下を参照し
てください。

●コマンドプロンプトを使って展開する

●右クリックで展開する

▼ライセンスファイルの利
用方法（Creative Cloud 
| Mac OS）
https://helpx .adobe.com/
j p / c r e a t i v e - c l o u d / k b /
cq09210441.html
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ユーザーアクセスポリシーを設定する

ユーザーアクセスポリシー設定と
パッケージの作成方法

STEP ● 05 移行後の設定と操作

ユーザーアクセス 
ポリシーについて
共有デバイスライセンスで
は、パソコン上のアプリケー
ションにアクセスするユー
ザーを制限できる「ユーザー
アクセスポリシー」が設定で
きます。

COLUMN	 Enterprise IDとFederated IDの設定について

ユーザー IDとしてEnterprise IDまたはFederated IDを利用する場合は、このSTEPで紹介している「ユーザー
アクセスポリシー」設定の前に、ディレクトリ作成やドメイン認証などの「ID」設定を行います。特に
Federated IDにはシングルサインオン構成が必要となるため、詳細は以下を参照してください。

▼IDの設定
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/set-up-identity.html#Setup-domains

Admin Consoleにログインして、［概要］タブを表示しておく

［開始］画面が表示された ❷	［プロファイルをプレビュー] をクリック

❶	［設定] を
クリック

この STEP で紹介し
ているのは、管理者とユー
ザーともに Apple ID のみ
の場合です。
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パッケージの作成方法

［権限］についての説明が表示された

Admin Consoleにログインして、［パッケージ］タブを表示しておく

［ユーザーアクセスポリシー］の
設定画面が表示された

ここでは、組織のユーザーの
み利用できるように設定する

❸	［ユーザーアクセ
スポリシー]の［編集]
をクリック

❶	［共有デバイスライセンス]の［使用を開始する]をクリック

❹	［組織のユーザーのみ]を
クリック

❺	［ 保 存 ] を
クリック

組織のユーザーの 
追加方法
手順④で［組織のユーザーの
み］を設定した場合、Admin 
Consoleの［設定］タブにあ
る［ID］で、ユーザー ID を
登録する必要があります。

パッケージのライセンスオプションを設定する

エグレスIPと関連マシン
の設定
ユーザーアクセスポリシー以
外に、必要に応じてエグレス
IPと関連マシンの設定も行いま
す。詳細は、以下を参照して
ください。

▼ 共有デバイスライセン
ス ディプロイメントガイド
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/sdl-
deployment-guide.html
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［パッケージを作成］の［システム］
の画面が表示された

［パッケージを作成］の［使用権限］の画面が表示された ❶	使用製品をクリック

❸	パッケージをインストールす
るデバイスを選択

❺	［次へ] をクリック

❷	［次へ] をクリック

❹	［言語] で [日本語] を選択

❻	パッケージに含めるアプリケー
ション名の右にある[+]をクリック

❼	［次へ］をクリック

パッケージをビルド（作成）する

OSロケールについて
［言語］にある［OSロケール

を使用］は、デバイスの OS
で設定されている言語に合わ
せてアプリケーションをイン
ストールできる機能です。デ
フォルトでオンになっている
ので、手順④の設定を忘れて
も、使用言語のアプリケーショ
ンが自動で設定されます。

アプリケーションの選択
について
すべてのアプリケーションを
インストールする場合は、［＋
すべて追加］をクリックします。
また、選択したアプリケーショ
ンを変更したい場合は、［選
択されたアプリケーション］
に表示されたアプリケーショ
ン名の［×］をクリックします。

［選択されたアプリケーション］に、手順6
で選択したアプリケーションが表示された
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パッケージの作成方法

［パッケージを作成］の［オプション］の画面が表示された

必要に応じてチェックボックスをクリックしてチェックマークの有無を変更する

そのほかの設定内容を確認して、変更
があれば［前へ］をクリックする

パッケージのビルド（作成）が終わるまでしばらく待つ

［パッケージ］の画面にビルドした
パッケージが表示された

❽	［次へ］をクリック

❾	パッケージ名を
入力

❿	［パッケージをビルド]をクリック

ビルドしたパッケー
ジの有効期限は 3 日間で
す。3 日を過ぎるとダウン
ロードできなくなります。

パッケージのデプ
ロイ（インストール）に
は管理者権限のあるユー
ザー ID が必要です。

デバイスでのデプロイ 
（インストール）について

アプリケーションを使用する
デバイスでパッケージをダウ
ンロードした後、パッケージ
ファイルをダブルクリックし
てデプロイ（インストール）
します。初回のログイン時に
ライセンス認証が行われ、共
有デバイスの固有 ID と紐付
きます。

利用デバイスで［ダウンロード］をクリックすると、
インストーラーがダウンロードされる
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期限など Admin Consoleへのユーザー登録
現契約の終了日：　　　　　　　　年　　　月　　　日 Admin Consoleへのユーザー登録が　　必要／不要
シリアルの有効期限日：　　　　　年　　　月　　　日 Admin Consoleでのユーザー管理に
ハードウェア、OSのCreative Cloud 2019への対応作業完了日： □ CSVファイルを利用
 　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日 □ User Sync Toolを利用
システム要件 ユーザーグループについて
Windows OSのバージョン対応 ユーザーグループを　　作成する／作成しない
□ 対応済み ※ユーザーグループを使う場合
□ 要アップデート □ ユーザーグループの設計は　　完了／未完
□ 使っていない ユーザー管理権限は他の管理者に移譲　　する／しない
Mac OSのバージョン対応 パッケージオプションについて
□ 対応済み ユーザーアクセスポリシーについて
□ 要アップデート □ アクセスを開く
□ 使っていない □ 組織のユーザーのみに設定
必要なメモリの対応 □ Enterprise ID ／ Federated IDのユーザーのみに設定
□ 対応済み エグレスIPを　　　設定しない／設定する
□ 要追加 設定値：　　　　　　　　　　　　　
実行環境 ファイル同期は　　　無効／有効　　にする
□ 対応済み デプロイメント（インストール）について
□ 要検証 環境に応じたデプロイメント計画の立案は
ユーザー IDの種別 □ 作成済み
ユーザー IDがない学生について □ 未対応

□ Adobe IDを利用

□ Enterprise IDを利用

□ Federated IDを利用

それらのIDは

□ 学生各自が作成

□ 管理者が作成

マイグレーション（移行）計画 
チェックシート




